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安
心
で
体
に
や
さ
し
い
食
物・食
品
や
ワ
イ
ン
を
つ
く
る



将
来
を
描
い
た
学
び

食
品
産
業
に
携
わ
り
た
い

　
食
品
の
製
造
、加
工
か
ら
栄
養
、機
能
性
、衛
生
に
い
た
る
ま
で
、

科
学
的
な
側
面
か
ら
幅
広
い
分
野
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。就
職
先
と
し

て
食
品
系
や
化
学
系
企
業
、農
業・食
品
系
の
技
術
公
務
員
が
想
定
さ

れ
ま
す
。

果
樹・野
菜
栽
培
に
興
味
が
あ
る

　
地
域
特
性
に
適
し
た
農
作
物
の
作
付
や
、ブ
ド
ウ
、モ
モ
な
ど
の

果
樹
栽
培
法
と
い
っ
た
農
業
生
産
を
学
ぶ
と
同
時
に
、成
熟
過
程
で

の
化
学
的
変
化
や
機
能
性
、安
全
性
を
学
び
、食
料
生
産
全
般
に
関
す

る
体
系
的
な
知
識・技
術・考
え
方
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ワ
イ
ン
製
造
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
目
指
す

　
ワ
イ
ン
科
学
特
別
コ
ー
ス
で
は
、基
礎
科
学
を
学
ん
だ
後
、ブ
ド
ウ

栽
培・育
種
、ワ
イ
ン
の
発
酵
技
術
や
機
能
性
に
関
す
る
一
貫
し
た

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
履
修
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、ワ
イ
ン
科
学
に
お
け

る
高
度
な
専
門
的
知
識
と
技
術
力
を
持
つ
人
材
を
育
成
し
ま
す
。



　
日
本
の
食
品
産
業
が
取
り
組
む
べ
き
戦
略
に
，

「
需
要
を
引
き
出
す
新
た
な
価
値
創
造
」が
あ
り
ま

す
。国
土
が
狭
く
、人
件
費
が
高
い
日
本
で
は
，「
お

い
し
い
」や「
健
康
に
よ
い
」な
ど
，付
加
価
値
の
付

与
が
重
要
に
な
り
ま
す
。こ
の
た
め
に
は
，食
品
産

業
を
６
次
産
業
と
し
て
捉
え
，「
原
料
生
産
」・「
加

工
」・「
販
売
や
サ
ー
ビ
ス
」を
大
き
く
と
ら
え
る
視

点
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
地
域
食
物
科
学
科
で
は
，果
樹
や
野
菜
等
の
農

作
物
の
栽
培
、食
品
加
工
の
科
学
的
理
解
、有
用
成

分
の
分
析
・
栄
養
的
価
値
な
ど
の
食
物
科
学
や
農

学
に
関
す
る
専
門
知
識
・
技
術
の
全
体
像
を
学
び
、

食
品
産
業
に
従
事
で
き
る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

　
「
ワ
イ
ン
科
学
特
別
コ
ー
ス
」で
は
、ワ
イ
ン
製

造
を
六
次
産
業
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
考
え
，

ワ
イ
ン
産
業
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
養
成
し
ま
す
。

農業を「食業」にかえることを目指した教育

地
域
食
物
科
学
科



基
礎
か
ら
応
用
、そ
し
て
実
践
に
つ
な
が
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

　

多
彩
な
実
習
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
り
、

現
場
で
起
き
る
諸
問
題
に
つ
い
て
講
義

（
基
礎
お
よ
び
専
門
科
目
）と
関
連
付
け

な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。食
物
、

資
源
・
環
境
な
ど
の
多
角
的
な
視
点
か

ら
、人
類
が
直
面
す
る
食
料
問
題
を
解

決
す
る
為
に
食
物
科
学
や
農
学
に
関
す

る
専
門
知
識
・
技
術
を
学
び
ま
す
。さ
ら

に
他
学
科
の
講
義
を
履
修
す
る
こ
と
も

で
き
、最
新
の
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や

経
営
、経
済
に
つ
い
て
も
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。企
業
か
ら
の
外
部
講
師
に
よ
る

六
次
産
業
化
に
つ
い
て
の
講
義
に
よ
り
、

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
自
ら
考
え
る
力
を

養
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

専 門 力 汎用能力 教 養

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
自
発
的
研
究
・
地
域
課
題
実
習

生
活
と
健
康
・
キ
ャ
リ
ア
形
成
科
目
・
国
際
理
解
科
目

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

入
門

英
語 

A

英
語
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
ど 

B

未
習
外
国
語　

初
級
・
中
級 

人
文
科
学

健
康
科
学

社
会
科
学

自
然
科
学

教
養
発
展

共
生
科
学
入
門

生
命
環
境
基
礎
ゼ
ミ

生
物
資
源
実
習

生
物
資
源
論

食
物
科
学
入
門

基
礎
統
計
学
・
演
習

基
礎
環
境
化
学

生
物
学
概
論

基
礎
有
機
化
学

基
礎
生
化
学
・
生
化
学
Ⅰ
・
Ⅱ

農
作
物
栽
培
学
、農
作
物
生
産
学
、

農
作
物
病
理
学
、ブ
ド
ウ
栽
培
学
、

農
作
物
生
理
学
、栽
培
植
物
育
種
法
、

野
菜
・
果
樹
栽
培
実
習

ワ
イ
ン
微
生
物
学

発
酵
工
業
学
、食
品
保
蔵
学

食
品
微
生
物
学

食
品
成
分
分
析
学
、食
品
製
造
学

ワ
イ
ン
品
質
評
価
学

食
品
加
工
学

機
能
成
分
学
、基
礎
栄
養
学

応
用
栄
養
学
、食
品
衛
生
学
、

動
物
解
剖
生
理
学

【農作物生産系】【微生物学系】【食品製造・加工系】【栄養学系】基
礎
生
化
学
実
験

地
域
食
物
科
学
科

実
験
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ

ワ
イ
ン
科
学
、ワ
イ
ン
醸
造
学
、ワ
イ
ン

分
析
学
、ワ
イ
ン
製
造
科
学
実
習
、ブ

ド
ウ
栽
培
学
実
習

地
域
食
物
科
学

卒
業
論
文
・

ゼ
ミ

科
学
英
語
演
習

Ⅰ
・
Ⅱ

２
年
生

４
年
生

３
年
生

１
年
生

２
年
生

ワ
イ
ン
製
造
業
界
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
目
指
す

　
「
ワ
イ
ン
科
学
特
別
コ
ー
ス
」

　

ワ
イ
ン
科
学
特
別
コ
ー
ス
で
は
、

ブ
ド
ウ
栽
培
・
ワ
イ
ン
製
造
専
門
の

研
究
機
関
で
あ
る「
ワ
イ
ン
科
学
研

究
セ
ン
タ
ー
」の
歴
史
と
実
績
を
活

か
し
、ワ
イ
ン
製
造
に
携
わ
る
た
め

の
実
践
的
な
専
門
技
術
者
を
養
成

し
ま
す
。当
コ
ー
ス
は
、本
科
の
学

生
と
同
様
に
基
礎
科
学
な
ど
大
部

の
講
義
を
受
講
す
る
と
同
時
に
、ワ

イ
ン
科
学
、ワ
イ
ン
醸
造
学
、ワ
イ

ン
分
析
学
、ブ
ド
ウ
栽
培
学
実
習
、

ワ
イ
ン
醸
造
科
学
実
習
な
ど
、一
年

次
か
ら
ワ
イ
ン
製
造
に
特
化
し
た

科
目
を
履
修
し
ま
す
。

地域食物科学科 (37名）

地域食物科学科
24名

ワイン科学特別コース
13名

1～3年次：大部分の講義を学科全体で受講
4年次：各研究部門に配属、卒業論文着手

園
芸
学

食
品
製
造
学

食
品
栄
養
学

果
実
遺
伝
子

工
学

発
酵
微
生
物

工
学

機
能
成
分
学

安
定
的
な
果
樹
栽
培

野
菜
の
有
機
栽
培

食
品
製
造
に
関
わ
る

微
生
物
の
遺
伝
的
解
析

食
品
の
ア
レ
ル
ギ
ー

食
品
の
機
能
性

ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
の

栽
培
と
有
用
遺
伝
子
活
用

ワ
イ
ン
用
酵
母
や

乳
酸
菌
の
利
用

ブ
ド
ウ
・
ワ
イ
ン
の

成
分
分
析
と
機
能
性



輝く在校生、卒業生の姿

北
海
道
の
地
で
ワ
イ
ン
づ
く
り
を

　
現
在
は
主
に
品
質
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。自
分
の

好
き
な
ワ
イ
ン
づ
く
り
に
携
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
加

え
、大
学
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
せ
る
場
面
が
多
い

た
め
、楽
し
く
充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

学
生
生
活
を
振
り
返
っ
て

　
専
門
的
な
講
義
や
実
習
、研
究
を
通
し
て
、ブ
ド
ウ

栽
培
か
ら
ワ
イ
ン
醸
造
、品
質
評
価
ま
で
幅
広
い
知

識
や
経
験
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。学
内
外
に
、

お
酒
や
食
に
興
味
を
持
つ
人
と
の
つ
な
が
り
が
た
く

さ
ん
で
き
、プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
も
充
実
し
て
い
ま
し
た
。

北海道ワイン株式会社　　猪狩 太基さん　
2020年 大学院 生命環境学専攻 食物・ワイン科学コース修了

原澤　彩さん　
2019年度入学　地域食物科学科 4年

共
に
学
び
を
深
め
よ
う

　「
食
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、様
々
な
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。そ

ん
な
仲
間
達
と
共
に
、食
の
世
界
を
探
求
し
て
み
よ
う
。

地
域
食
物
科
学
科
を
選
ん
だ
き
っ
か
け

　
食
べ
物
に
興
味
が
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
、栄
養
や

人
体
に
つ
い
て
関
心
が
あ
り
、こ
れ
ら
を
広
く
学
べ

る
学
科
と
し
て
選
び
ま
し
た
。

病
に
苦
し
む
人
を
救
え
る
研
究
が
し
た
い

　
私
は
現
在
、フ
ラ
ク
ト
オ
リ
ゴ
糖
が
腸
バ
リ
ア

機
能
を
向
上
さ
せ
得
る
か
の
検
証
と
、そ
の
分
子

メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
を
目
指
し
て
研
究
を
行
っ
て

い
ま
す
。将
来
は
、研
究
の
幅
を
よ
り
広
げ
、人
の

健
康
を
守
れ
る
よ
う
な
研
究
成
果
を
残
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。



入試情報　最新情報は山梨大学 入試情報サイト（https://www.yamanashi.ac.jp/admission/291）にてご確認下さい

試験区分 教科 大学入学共通テスト科目名

国語　　　　国語

地歴　　　　世A、世B、日A、日B、地理A、地理B、
公民　　　　現社、倫理、政治・経済、倫理・政経から１

数学　　　　数Ⅰ、数Ⅰ・数A から１
　　　　　　数Ⅱ、数Ⅱ・数B、簿記・会計、情報関係基礎から１

理科　　　　物理、化学、生物から２

外国語　　　英、独、仏、中、韓から１

個別学力検査等

一般選抜（前期）

一般選抜（後期）

総合型Ⅱ

小論文
「文章読解型」および
「資料データ分析型」

面接

面接

山梨大学 生命環境学部 地域食物科学科
〒400-8510　甲府市武田4-4-37　TEL 055-252-1111

生命環境学部に関すること 
生命環境学域支援課　TEL　055-220-8803　
　　　　　　　　　　les-admin@yamanashi.ac.jp　　　　　
入試に関すること
教学支援部入試課　　TEL　055-220-8046　

学科HP

ワイン研HP

学科Instagram

学科の様子がわかります日々更新中！

卒業生の進路　（ワイン科学特別コースを含む）

取得可能な資格　詳しくは学科ホームページの資格情報をご確認下さい

資格 受験種別

食品衛生管理者　食品衛生監視員　
危険物取扱者（甲種）
第一種衛生管理者　作業環境測定士
毒物劇物取扱責任者　技術士　技術士補
山梨大学ワイン科学士（ワイン科学コースのみ）　

指定単位を修得することにより卒業時に資格が得られる　
指定単位を修得することにより受験資格が得られる
卒業後、1年以上の実務経験を経て受験資格が得られる
試験問題の出題範囲の内容について学べる
試験問題の出題範囲の内容について学べる　

製造・
食品等
33％

サービス業
16％

公務員
16％

卸・小売業
14％

情報通信業
5％

農業 3％ 他 13％

H27～
　R3年度

集計

【大学院】　３６％
　山梨大学大学院　東北大学大学院　電気通信大学大学院
　奈良先端科学技術大学院大学

【官公庁】　９％
　農林水産省　内閣官房　警視庁　東京高等裁判所　東京都庁　山梨県庁
　静岡県庁　兵庫県庁　香川県庁　甲府市役所　八王子市役所　横浜市役所
　府中市役所　など　

【企業】　４８％
酒造関連
　甲斐ワイナリー　マンズワイン　エノテカ　小倉ホールディングス　
　大三島みんなのワイナリー　軽井沢ブルワリー　月桂冠　など
製造・食品等
　カゴメ　グリコ　ローソン　スターバックスコーヒー　不二家　成城石井　はくばく　モランボン　昭和産業　神戸屋
　信州ハム　イトウ製菓　東海澱粉　安曇野食品工房　デリカフーズ　銀座コージーコーナー　BAKE　グルーンハウス
　十勝大福本舗　高砂香料工業　TSメリクロン　築地魚市場　日本香堂　林農園　日本クッカリー　ゼンショウホールディング　など
農業関連
　愛知県農業共済組合　尾張中央農業協同組合　信州うえだ農業協同組合　みなみ信州農業協同組合　JA全農兵庫　
　全農チキンフーズ　など
その他
　スズケン　三和科学研究所　トヨタグループ　八十二銀行　高瀬物産　東日本旅客鉄道　など




